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 １１月末から１２月初めにかけて，今年度の修学旅行が実施されました。昨年度までは２年生全員が東京方面で１泊２日の研

修を行うプログラムでしたが，今年度は内容を大幅に刷新しました。理数科は，２年次「課題研究Ⅰ」の目標の１つに「研究成

果の英語での発表」があることから行き先を台湾に変更し，姉妹校である台湾師範大学附属高級中学において英語での合同

発表と交流を行いました。これは，第２期ＳＳＨの取組の１つにもなっています。また，台湾師範大学の研究室訪問や故宮博物

院の見学なども行いました。一方普通科は，従来から行っていた東京大学見学や大学体験プログラム，外務省職員の講話，

ＯＢ・ＯＧ講話などに加え，新たに各クラスが独自に研修先を企画するクラス別研修も取り入れ内容を充実させました。 

 どちらも短い期間ではありましたが，各々にとって知見を広げ，多くのことを吸収する充実した研修となったことでしょう。これ

を契機に，一段と視野を広げ，世界へ羽ばたいていってほしいものです。三高生の未来に大いに期待しています。 

 平成３１年１月８日発行  

知見拡大！充実の修学旅行！ 
理数科：１１月２８日（水）～１２月１日（土）  台湾方面 

普通科：１１月２８日（水）～１１月３０日（金）  東京方面 

仙台三高だより 

仙台市宮城野区鶴ヶ谷1-19（問い合わせ先 総務部） 

    電話  022(251)1246 ／ Fax 022(251)1247 

   mail: sensan@od.myswan.ed.jp 

○２年２組 佐藤萌々さん（富谷第二中出身） 

 今回の台湾研修のメインは，高級中学でのポスター

セッションでした。様々な準備をして台湾へ向かいました

が，英語での発表は難しく，思うように発表することがで

きませんでした。しかし私たちの説明が台湾の方に通じ

たとき，私は大きな喜びを感じ，また他国の人と交流をす

る楽しさを知ることができました。この研修は私たちが成

長するための良い機会となりました。この貴重な経験を

今後の生活や課題研究に活かしていきたいです。 

○２年３組 石島碧さん（東仙台中出身） 

 「なぜ２年生のこの時期に修学旅行に行くのか。」 

 受験があるからというのが八割方の理由のはずだが，何かそれ以外に納得出

来る理由はないだろうか。 

 字数がないので単刀直入に言うと，「勉強の意味を見つけるため」が私の答え

である。する意味が分かってからやる勉強は，普段より身になる。…気がするだけ

かもしれないが，それだけでも随分毎日が違って見える。確かにこんなチャンス

は，出来るだけ早く巡ってきた方が良い。少し変わった自分で過ごせる時間があ

と１５ヶ月あることに感謝して，残りの生活を充実したものにして行ければと思う。 

○２年４組 平野琴美さん（松陵中出身） 

 今回修学旅行に参加してみて私はとても有意義な３日間を過ご

せたと思います。一番印象的だったのは「大学体感プログラム」

です。現役東大生から各教科の勉強の仕方，リアルな大学生活

の様子など様々なことを聞けました。その中で私は「様々なことに

興味を持ち，自分のやりたいことを決めておくべき」という言葉が

印象に残っています。自分も高校生活で様々なことに興味を持

ち少しずつでも自分のやりたいことを見つけようと思いました。 



     １月の予定 
  

 ４日（金）センターリハーサル（３年・～５日） 

 ８日（火）全校集会・校内模試（１・２年） 

 ９日（水）校内模試（２年） 

１９日（土）大学入試センター試験（～２０日） 

２０日（日）２年センターチャレンジ 

２２日（火）生徒会専門委員会・各種員会 

２５日（金）２年進研記述模試 

２６日（土）１・２年進研記述模試 

２８日（月）ＳＳ理数数学講演会 

３０日（水）高校入試会場準備 

３１日（木）高校入試前期選抜 

輝かしい栄光の記録！ 

☆演劇部 
  宮城県高等学校演劇コンクール中央大会 

    審査員特別賞並びに優良賞 

☆自然科学部 
  日本学生科学賞宮城県審査委員会  学校賞 

    生物班  最優秀賞 佐藤広樹(2年 塩竈第三中出身) 

    化学班  最優秀賞 岩渕陽(2年 鶴谷中出身) 

  みやぎサイエンスフェスタ 

    生物班  優秀賞 

    化学班  優秀賞 

☆吹奏楽部 
  アンサンブルコンテスト仙台宮城野・若林地区大会 

    金賞 金管８重奏 

        打楽器５重奏 

☆ＳＳＨ課題研究 
  サイエンスキャスル２０１８東北大会 

    弘前大学COI賞 八尋結愛（2年 南光台中出身) 

 １２月１８日，「ＳＳＨ中間報告会・授業づくりプロジェクト

フォーラム」が開催され，ＳＳＨ事業及び本校独自の「授業

づくり」の取組や成果の発表に，県内外から１５０名を超える

方々が来校されました。開会行事では本校の授業づくりの

取組が紹介され，その後の研究授業では１・２年生の授業

が全て公開されました。また，大船渡高等学校の梨子田喬

先生と筑波大学附属高等学校の川崎宣昭先生をお招き

し，本校理数科生徒に，それぞれアクティブラーニング型授

業とＰＢＬ（課題解決）型授業を実践していただきました。こ

の企画は多くの参加者の関心を集めましたが，研究授業を

受講した生徒たちが真剣にかつ楽しく取り組んでいたことが

印象に残りました。さらに午後には，香里ヌヴェール学院の

石川一郎学院長から，これからの授業づくりに求められる視

点についてご講演いただいたり，研究協議でも各校の取組

や課題が話し合われたりと，

参加者それぞれが授業力向

上と向き合う，大変貴重な一

日となりました。 
文部科学省視学官来校！ 

１２月６日（木） 

薬物乱用防止講演会 
１２月７日（金） 

○蜂谷優花さん（１年 南吉成中出身） 
 薬物乱用防止講演会で，薬物に対する正しい知識を得る

ことができました。「薬物」と聞くと主に麻薬などを思い浮か

べますが，医者から処方される普通の薬も，誤った使い方を

することで薬物乱用に当てはまることを知り驚きました。ま

た，酒やタバコも薬物に準じ，しかも本質的なストレス解消法

とはならないことを学び、薬物問題の身近さと依存が生む問

題の深刻さを深く理解することができました。 

 １２月７日，仙台市薬剤師会会長の北村哲治氏をお招き

して，１年生を対象に薬物に関する講義を行っていただき

ました。危険ドラッグのみならず，一

般の薬の服用法やタバコ・アルコー

ルの有害性など話題は多岐に及

び，正しい知識を身につける有意

義な時間となりました。 

 １２月６日，文部科学省初等中等教育局の視学官で，算

数・数学の教科調査官も兼任されている長尾篤志氏をお

迎えして，本校の授業をご覧いただきました。授業後には，

数学科の先生方との座談会にご出席いただいたほか，放

課後には全職員に向けて「新学習

指導要領と授業改善 高大接続改

革」というテーマでご講話をいただ

きました。これからの授業改善に向

けた示唆に富むお話をたくさんお

うかがいすることができました。 

ＳＳＨ中間報告会 

授業づくりプロジェクトフォーラム 
１２月１８日（火） 

ＳＳＨポスターセッション 

川崎宣昭先生のＰＢＬ型授業 

石川一郎先生の講演 

本校教員による公開授業 

研究協議の様子 


